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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　後端に排気用開口部を備える形態で前後方向に延びる筒状に形成され且つ調理物載置部
に載置した調理物を加熱するガス燃焼式の加熱部を備えた加熱室と、
　前記排気用開口部からの調理排気を上方の排気出口に案内する排気路を形成する状態で
前記加熱室の後端から上方に向かう姿勢で連設される排気用筒部と、
　前記調理排気が通過する多孔状部を備える形態で前記排気用筒部の内部に設置される消
炎部材と、が設けられたグリルであって、
　前記消炎部材を構成する上下姿勢の四角筒状の排気用筒体が、前記多孔状部を形成する
前面部を前記排気用開口部における前記調理物載置部に対応する位置から前記排気用開口
部の上端よりも上方側に位置させかつ当該前面部の上端を前記排気用筒部の前側面に近接
又は密着させる形態で、且つ、後面部と前記排気用筒部の後側面部との間に前記調理排気
が流動する後部通路を形成する状態で設けられ、
　前記排気用筒体の内部に、前記調理排気が上方に向けて流動する内部通路が形成され、
　前記排気用筒体の横側面部と前記排気用筒部の横側面部との間に、前記調理排気を前記
後部通路に誘導する誘導路が形成されているグリル。
【請求項２】
　前記排気用筒体が、上端側ほど後方側に位置する後傾姿勢でかつ前記排気出口に対応す
る高さまで上方に延びる状態で設けられている請求項１記載のグリル。
【請求項３】
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　前記調理物載置部の下方に汁受け皿が備えられ、当該汁受け皿に発生した火炎が前記排
気用筒体の下方を通して前記内部通路及び前記後部通路に流動することを抑制する多孔状
の抑制部が、前記排気用筒体の前記前面部の下端から下方に延びる形態で設けられている
請求項１又は２に記載のグリル。
【請求項４】
　前記抑制部の下方に、前記内部通路及び前記後部通路を通して落下する落下物を前記加
熱室の底部側に移動させる落下物用通過口が形成されている請求項３記載のグリル。
【請求項５】
　前記排気用筒体が、前記誘導路を形成する隙間を前記排気用筒体の横側面部と前記排気
用筒部の横側面部との間に形成する状態で配設され、
　前記排気用筒体の上端部と前記排気用筒部の横側面との間を閉じる閉塞体が設けられて
いる請求項１～４のいずれか１項に記載のグリル。
【請求項６】
　前記加熱室の後壁部が、前記加熱室の底壁側から前記調理物載置部よりも高くかつ前記
排気用開口部の上端よりも低い高さで起立する左右の側部と、それら左右の側部よりも低
い高さで左右の側部の間に位置する中央部とを備える形態に構成され、
　前記排気用筒部が、前記中央部の上端部から上向き傾斜状に延びる下方底壁部、左右の
前記側部の加熱室内方側端部と前記下方底壁部の左右の両端部との間に前後方向に延びる
姿勢で配置される左右の下方側壁部、及び、左右の前記側部の上端部と左右の前記下方側
壁部の上端部との間に水平方向に延びる姿勢で配置される左右の下方上壁部を備える下側
形成部分と、当該下側形成部分に接続される上側形成部分とを備える形態に構成され、
　前記排気用筒体が、下端側部分を左右の前記下方側壁部の間に挿入させる形態で配置さ
れ、
　前記誘導路が、左右の前記下方上壁部の上方側箇所に形成されている請求項５記載のグ
リル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、後端に排気用開口部を備える形態で前後方向に延びる筒状に形成され且つ調
理物載置部に載置した調理物を加熱するガス燃焼式の加熱部を備えた加熱室と、
　前記排気用開口部からの調理排気を上方の排気出口に案内する排気路を形成する状態で
前記加熱室の後端から上方に向かう姿勢で連設される排気用筒部と、
　前記調理排気が通過する多孔状部を備える形態で前記排気用筒部の内部に設置される消
炎部材と、が設けられたグリルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　かかるグリルは、主として、ガスコンロに装備して使用されるものであり、焼き網等の
調理物載置部に載置された調理物を、ガス燃焼式の加熱部にて加熱調理することになる。
　ちなみに、ガス燃焼式の加熱部としては、一般に、調理物載置部に載置された調理物を
上方側から加熱する上部バーナと、調理物載置部に載置された調理物を下方側から加熱す
る下部バーナとが設けられることが多い。
【０００３】
　そして、加熱調理中においては、ガス燃焼式の加熱部の燃焼排ガスや加熱された調理物
から発生する水蒸気等を含む調理排気が、排気用開口部から排出され、その調理排気が、
排気路を通して排気用筒部の排気出口に案内されて外部に排出されることになる。
　また、調理物載置部に載置された調理物が燃焼する等により、万が一加熱室に火炎が生
じても、多孔状部を備える消炎部材によって消火されることになるため、火炎が排気用筒
部の排気出口を通して外部に溢れ出ることを抑制されることになる。
【０００４】
　かかるグリルの従来例として、キッチンカウンターの開口部に挿入されるビルトインタ
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イプのガスコンロに装備されるグリルにおいて、消炎部材としてのラス網とそのラス網の
下端から下方に延出される傾斜案内板とが、排気用開口部における調理物載置部に対応す
る位置から排気用開口部の上端よりも上方側に位置される状態で、かつ、ラス網の上端を
排気用筒部の前側面に密着させる状態で設けられたものがある（例えば、特許文献１（図
３）参照。）。
【０００５】
　つまり、特許文献１のグリルにおいては、加熱室の排気用開口部における調理物載置部
の上方側部分から排出される調理排気を、傾斜案内板にてラス網に案内しながら、ラス網
を通過させて流動させることにより、調理物載置部に載置された調理物が燃焼する等によ
り、万が一加熱室に火炎が生じても、ラス網の冷却作用により、火炎を消炎できるように
したものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８―１９４３７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１のグリルは、ビルトインタイプのガスコンロに装備されるものであるから、
排気用筒部が、グリル室の上壁よりも上方側に大きく突出する形態となり、排気路の上下
長さが調理排気の上昇流（ドラフト）を形成するのに十分な長さとなる。
【０００８】
　すなわち、排気路を流動する調理排気は、排気用筒部にて加熱されながら、上昇流（ド
ラフト）を形成して流動することになり、その結果として、外部空気が燃焼式の加熱部の
燃焼用空気として加熱室の内部に流動されることになる。
　そして、排気路の上下長さが十分に長いと、排気用筒部にて調理排気を十分に加熱しな
がら、上昇流（ドラフト）を形成しながら調理排気を適切に流動させることができ、その
結果として、外部空気を燃焼式の加熱部の燃焼用空気として加熱室の内部に適切に流動さ
せることができる。
【０００９】
　つまり、ビルトインタイプのガスコンロに装備されるグリルにおいては、調理排気の消
炎部材としてのラス網とそのラス網の下端から下方に延出される傾斜案内板を、排気用開
口部における調理物載置部の上方側部分に対応させる状態で配置することにより、加熱室
から排気路に流動して上昇流動する調理排気の通流抵抗（排気抵抗）が増加しても、排気
路の上下長さが十分に長いため、排気用筒部にて調理排気を十分に加熱することにより、
上昇流（ドラフト）を適切に形成しながら調理排気を流動させることができ、その結果と
して、外部空気を燃焼式の加熱部の燃焼用空気として加熱室の内部に適切に流動させるこ
とができる。
【００１０】
　ところで、ガスコンロとしては、ビルトインタイプの他に、コンロ台等の上部に載置さ
れる、いわゆるテーブル式のガスコンロがあり、このようなテーブル式のガスコンロに装
備するグリルにおいては、排気用筒部が、グリル室の上壁よりも上方側に大きく突出しな
いものとなるため、排気用筒部にて調理排気を加熱する加熱量がさほど大きくならない傾
向となる。
【００１１】
　このため、テーブル式のガスコンロに装備するグリルにおいて、ビルトインタイプのガ
スコンロに装備するグリルが備える消炎部材を用いると、加熱室から排気路に流動する調
理排気の通流抵抗（排気抵抗）が増加することにより、調理排気を上昇流（ドラフト）を
形成しながら適切に流動させることができないものとなり、その結果、外部空気を燃焼式
の加熱部の燃焼用空気として加熱室の内部に適切に流動させることができない虞がある。
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【００１２】
　本発明は、上記実状に鑑みて為されたものであって、その目的は、消炎作用を的確に発
揮させるようにしながら、排気路の上下長さが短くても、上昇流を形成しながら調理排気
を適切に流動させることができるグリルを提供する点にある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明のグリルは、後端に排気用開口部を備える形態で前後方向に延びる筒状に形成さ
れ且つ調理物載置部に載置した調理物を加熱するガス燃焼式の加熱部を備えた加熱室と、
　前記排気用開口部からの調理排気を上方の排気出口に案内する排気路を形成する状態で
前記加熱室の後端から上方に向かう姿勢で連設される排気用筒部と、
　　前記調理排気が通過する多孔状部を備える形態で前記排気用筒部の内部に設置される
消炎部材と、が設けられたものであって、その特徴構成は、
　前記消炎部材を構成する上下姿勢の四角筒状の排気用筒体が、前記多孔状部を形成する
前面部を前記排気用開口部における前記調理物載置部に対応する位置から前記排気用開口
部の上端よりも上方側に位置させかつ当該前面部の上端を前記排気用筒部の前側面に近接
又は密着させる形態で、且つ、後面部と前記排気用筒部の後側面部との間に前記調理排気
が流動する後部通路を形成する状態で設けられ、
　前記排気用筒体の内部に、前記調理排気が上方に向けて流動する内部通路が形成され、
　前記排気用筒体の横側面部と前記排気用筒部の横側面部との間に、前記調理排気を前記
後部通路に誘導する誘導路が形成されている点にある。
【００１４】
　すなわち、加熱室の排気用開口部における調理物載置部の上方側部分から排出される調
理排気が排気用筒体の前面部に流動して、一部の調理排気が多孔状部を通して排気用筒体
の内部に流動し、その後、上昇流（ドラフト）を形成しながら、排気用筒体の内部通路を
上昇流動することになる。
【００１５】
　排気用筒体の前面部に流動した調理排気のうちで、多孔状部を通過しない残りの調理排
気が、排気用筒体の横側面部と排気用筒部の横側面部との間の誘導路を通して、排気用筒
体の後面部と排気用筒部の後側面部との間の後部通路に流動し、その後、上昇流（ドラフ
ト）を形成しながら、後部通路を上昇流動することになる。
【００１６】
　また、加熱室の排気用開口部における調理物載置部の上方側部分から排出される調理排
気のうちで、排気用筒体の横側面部と排気用筒部の横側面部との間の誘導路に直接流動し
た調理排気が、誘導路を通して、排気用筒体の後面部と排気用筒部の後側面部との間の後
部通路に流動し、その後、上昇流（ドラフト）を形成しながら、後部通路を上昇流動する
ことになる。
【００１７】
　また、加熱室の排気用開口部における調理物載置部の下方側部分から排出される調理排
気が、排気用筒体の下方側箇所に流動し、その調理排気が、排気用筒体の内部通路や排気
用筒体の後側に形成された後部通路を通して上昇流動することになる。
【００１８】
　そして、内部通路を流動する調理排気が、排気用筒体を加熱することに加えて、誘導路
及び後部通路を流動する調理排気が、排気用筒体を加熱することになるので、排気用筒体
の温度が上昇することになり、排気用筒体の内部通路を通して上昇流動する調理排気が排
気用筒体にて十分に加熱されることになるため、排気用筒体の内部通路を上昇流動する調
理排気を、多孔状部を通過することにより通流抵抗（排気抵抗）が大きいものの、適切に
上昇流動させることができる。
【００１９】
　つまり、加熱室の排気用開口部から排出される調理排気が保有する熱を排気用筒体に回
収させるようにして、排気用筒体の内部通路を上昇流動する調理排気を、排気用筒体にて
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加熱しながら上昇流（ドラフト）を形成する状態で上昇流動させるものであるから、排気
用筒部の長さが短くても、排気用筒体の内部通路を上昇流動する調理排気を、排気用筒体
にて十分に加熱することができるため、排気用筒体の内部通路を上昇流動する調理排気の
通流抵抗（排気抵抗）が多孔状部を通過することにより大きくなっていても、排気用筒体
の内部通路を上昇流動する調理排気を、上昇流（ドラフト）を形成しながら適切に流動さ
せることができる。
【００２０】
　ちなみに、誘導路及び後部通路を通して流動する調理排気は、多孔状部を通過しないた
め、通流抵抗（排気抵抗）が小さい状態で流動するものであり、また、後部通路を通して
流動する調理排気が、内部通路の上端から排出される調理排気によって、上方側に吸引さ
れる傾向となるから、後部通路を通して流動する調理排気を、上昇流（ドラフト）を形成
しながら適切に上昇流動させることができる。
【００２１】
　以上の通り、加熱室の排気用開口部から排出される調理排気を、排気路の上下長さが短
くても、上昇流を形成しながら適切に流動させることができる。
【００２２】
　さらに、調理物載置部に載置した調理物が燃焼する等により、万が一加熱室に火炎が生
じても、発生した火炎が内部通路を流動しようとする場合には、多孔状部の冷却作用によ
り消炎され、また、発生した火炎が誘導路及び後部通路を通して流動する場合には、排気
用筒体や排気用筒部との接触により冷却されて消炎されることになるので、加熱室内で発
生した火炎が、排気出口から溢れ出ることを抑制することができる。
【００２３】
　要するに、本発明のグリルによれば、消炎作用を的確に発揮させるようにしながら、排
気路の上下長さが短くても、上昇流を形成しながら調理排気を適切に流動させることがで
きる。
【００２４】
　また、本発明のグリルの更なる特徴構成は、前記排気用筒体が、上端側ほど後方側に位
置する後傾姿勢でかつ前記排気出口に対応する高さまで上方に延びる状態で設けられてい
る点にある。
【００２５】
　すなわち、排気用筒体が、上端側ほど後方側に位置する後傾姿勢でかつ排気出口に対応
する高さまで上方に延びる状態で設けられているから、排気用筒体を後傾姿勢にすること
により、排気用筒体の長さを極力長くし、また、排気用筒体を排気出口に対応する高さま
で上方に延びるようにすることにより、排気用筒部の全長を有効利用しながら、排気用筒
体の長さを極力長くすることができる。
【００２６】
　したがって、排気用筒体の長さを極力長くすることにより、排気用筒体が調理排気から
回収する熱を極力増加させることができ、調理排気を強い上昇流（ドラフト）を形成しな
がら一層適切に流動させることができる。
【００２７】
　要するに、本発明のグリルの特徴構成によれば、調理排気を強い上昇流（ドラフト）を
形成しながら一層適切に流動させることができる。
【００２８】
　また、本発明のグリルの更なる特徴構成は、前記調理物載置部の下方に汁受け皿が備え
られ、当該汁受け皿に発生した火炎が前記排気用筒体の下方を通して前記内部通路及び前
記後部通路に流動することを抑制する多孔状の抑制部が、前記排気用筒体の前記前面部の
下端から下方に延びる形態で設けられている点にある。
【００２９】
　すなわち、調理物載置部の下方に汁受け皿が備えられているから、例えば、調理物載置
部としての受け網に魚等を載置して加熱調理する際に、調理物から落下する油等を汁受け
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皿にて受止回収することにより、加熱室の底部が汚損することを回避できる。
【００３０】
　そして、汁受け皿に油等が回収された状態においては、汁受け皿に火炎が発生する虞が
あるが、発生した火炎が、多孔状の抑制部を通過するときには、その抑制部による冷却作
用により消炎されるため、火炎が排気用筒体の内部通路や後部通路に流動して、排気出口
から溢れ出ることを抑制できる。
【００３１】
　また、汁受け皿に発生した火炎が抑制部にて案内されながら、上方側に流動した際にお
いて、火炎が排気用筒体の多孔状部を通過するときには、その多孔状部による冷却作用に
より消炎され、しかも、火炎が誘導路を通して後部通路に流動するときには、排気用筒体
や排気用筒部との接触により冷却されて消炎されることになるので、火炎が排気出口から
溢れ出ることを抑制することができる。
【００３２】
　要するに、本発明のグリルの更なる特徴構成によれば、加熱室の汚損を防止でき、しか
も、汁受け皿に発生した火炎が排気出口から溢れ出ることを抑制できる。
【００３３】
　また、本発明のグリルの更なる特徴構成は、前記抑制部の下方に、前記内部通路及び前
記後部通路を通して落下する落下物を前記加熱室の底部側に移動させる落下物用通過口が
形成されている点にある。
【００３４】
　すなわち、一般に、排気用筒部の排気出口の上方には、異物の落下を抑制する多孔状の
蓋体が設けられることになるから、大きな異物が内部通路及び後部通路の内部に落下する
ことが抑制されるものの、多孔状の蓋体を通過する小さな異物が内部通路及び後部通路の
内部に落下する虞がある。
【００３５】
　そして、内部通路や後部通路に落下した小さな異物が、落下物用通過口を通して、加熱
室の底部側に移動することになるから、万が一、小さな異物が内部通路や後部通路に落下
しても、その異物が加熱室の内部に移動することになるため、落下した異物の回収を良好
に行うことができる。
【００３６】
　要するに、本発明のグリルの更なる特徴構成によれば、内部通路や後部通路に落下した
小さな異物の回収を良好に行うことができる。
【００３７】
　また、本発明のグリルの更なる特徴構成は、排気用筒体が、前記誘導路を形成する隙間
を前記排気用筒体の横側面部と前記排気用筒部の横側面部との間に形成する状態で配設さ
れ、
　前記排気用筒体の上端部と前記排気用筒部の横側面部との間を閉じる閉塞体が設けられ
ている点にある。
【００３８】
　すなわち、排気用筒体の横側面部と排気用筒部の横側面部との間に、調理排気を後部通
路に誘導する誘導路を形成する隙間を有する状態で、排気用筒体を配設し、排気用筒体の
上端部と排気用筒部の横側面部との間を閉じる閉塞体を設けるという簡素な構成にて、誘
導路を形成することができる。
【００３９】
　そして、排気用筒体の上端部と排気用筒部の横側面部との間を閉じる閉塞体が設けられ
ているから、排気用筒体の横側面部と排気用筒部の横側面部との間に流動した調理排気が
、排気用筒体の上端部と排気用筒部の横側面部との間の隙間を通して、排気出口側に流動
することを抑制することにより、排気用筒体の横側面部と排気用筒部の横側面部との間に
流動した調理排気を、後部通路に適切に案内流動させることができる。
【００４０】
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　要するに、本発明のグリルによれば、簡素な構成にて、調理排気を適切に後部通路に案
内する誘導路を形成することができる。
【００４１】
　また、本発明のグリルの更なる特徴構成は、前記加熱室の後壁部が、前記加熱室の底壁
側から前記調理物載置部よりも高くかつ前記排気用開口部の上端よりも低い高さで起立す
る左右の側部と、それら左右の側部よりも低い高さで左右の側部の間に位置する中央部と
を備える形態に構成され、
　前記排気用筒部が、前記中央部の上端部から上向き傾斜状に延びる下方底壁部、左右の
前記側部の加熱室内方側端部と前記下方底壁部の左右の両端部との間に前後方向に延びる
姿勢で配置される左右の下方側壁部、及び、左右の前記側部の上端部と左右の前記下方側
壁部の上端部との間に水平方向に延びる姿勢で配置される左右の下方上壁部を備える下側
形成部分と、当該下側形成部分に接続される上側形成部分とを備える形態に構成され、
　前記排気用筒体が、下端側部分を左右の前記下方側壁部の間に挿入させる形態で配置さ
れ、
　前記誘導路が、左右の前記下方上壁部の上方側箇所に形成されている点にある。
【００４２】
　すなわち、排気用筒部が、下側形成部分と上側形成部分とから構成され、そして、下側
形成部分が、後壁部の中央部の上端部から上向き傾斜状に延びる下方側底壁部を備えてい
るから、調理物載置部よりも下方で発生する調理排気を、下方側底壁部の上方空間を通し
て流動させながら、内部通路や後部通路に良好に流動させることができる。
【００４３】
　つまり、例えば、調理物載置部よりも下方側に、ガス燃焼式の加熱部として、下バーナ
が設置される場合において、その下バーナの燃焼排ガスを含む調理排気を、下方底壁部の
上方空間を通して流動させるようにしながら、内部通路や後部通路に良好に流動させるこ
とができる。
【００４４】
　そして、排気用筒体の下端側部分を左右の下方側壁部の間に挿入させる形態で、排気用
筒体を配置して、誘導路を、左右の下方上壁部の上方側箇所に形成するものであるから、
左右の下方上壁部の下方側空間を、例えば、ガス燃焼式の加熱部としての下バーナに対し
てガス燃料を供給する供給部を設置する空間に利用するようにしながら、左右の下方上壁
部の上方側箇所に、誘導路を形成することにより、下バーナを適切に配置しながら、調理
排気を適切に排気することができる。
【００４５】
　要するに、本発明のグリルによれば、ガス燃焼式の加熱部としての下バーナを適切に配
置しながら、調理排気を適切に排気することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】ガスコンロの斜視図
【図２】扉を外したグリルの斜視図
【図３】扉を外したグリルの縦断側面図
【図４】扉を外したグリルの正面図
【図５】グリル後部の縦断側面図
【図６】グリル後部の縦断正面図
【図７】排気用筒体の斜視図
【図８】別実施形態の排気用筒体の正面図
【発明を実施するための形態】
【００４７】
　〔第１実施形態〕
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００４８】
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　（ガスコンロの全体構成）
　図１に示すように、ガスコンロ本体Ｈの上面部に、左右一対のコンロバーナ１を備え、
ガスコンロ本体Ｈの内部にグリルＧ（図３参照）を備えるガスコンロが構成されている。
　このガスコンロは、コンロ台等の上部に載置される、いわゆるテーブル式のガスコンロ
として構成されるものであって、ガスコンロ本体Ｈの底部の周縁部には、載置用の脚部２
が装備されている。
【００４９】
　ガスコンロ本体Ｈの天板３には、コンロバーナ１にて加熱される鍋等の被加熱物を載置
するための五徳４が、左右のコンロバーナ１の夫々に対応して設けられている。
　また、天板３の後部側箇所には、グリルＧの調理排気を排出するためのグリル排気口５
（図３参照）が形成され、そのグリル排気口５には、多孔状の蓋体６が着脱自在に装着さ
れている。
【００５０】
　ガスコンロ本体Ｈの前面部には、左右のコンロ用操作部７及びグリル用操作部８が設け
られている。そして、左右のコンロ用操作部７によって、左右のコンロバーナ１に対する
点火及び消火の操作並びに火力調節操作を行うように構成され、また、グリル用操作部８
によって、グリルＧに装備したガス燃焼式の加熱部としてのグリルバーナＢに対する点火
及び消火の操作並びに火力調節操作を行うように構成されている。
【００５１】
　（グリルの構成）
　グリルＧには、図２及び図３に示すように、前端に調理物を出し入れする調理用開口部
９を備えかつ後端に排気用開口部１０（図５参照）を備える形態で前後方向に延びる筒状
に形成された加熱室Ｋが備えられている。
　加熱室Ｋの内部には、調理物載置部としての受け網１１が設けられ、この受け網１１の
下方側には、汁受け皿１２が設けられている。
【００５２】
　つまり、汁受け皿１２が、加熱室Ｋの底部側箇所に、調理用開口部９を通して、加熱室
Ｋに対して出退自在に設けられ、受け網１１を支持する支持枠１１Ａが、汁受け皿１２に
載置支持されている。
　ちなみに、図１に示すように、グリルＧには、加熱室Ｋの調理用開口部９を開閉する扉
１３が設けられるが、図２及び図３においては、扉１３の記載を省略している。
【００５３】
　グリルバーナＢは、受け網１１に載置した魚等の調理物を加熱するものであって、本実
施形態においては、図２～図４に示すように、グリルバーナＢとして、加熱室Ｋの天井部
に配置される上バーナ１４と、受け網１１よりも下方側の左右両側部に配置される一対の
下バーナ１５とが設けられている。
【００５４】
　上バーナ１４は、下向きの平板状の火炎を形成する輻射式バーナとして構成されるもの
であって、図２に示すように、板状本体部１４Ａと、その板状本体部１４Ａに接続される
上バーナ用混合管部１４Ｂとを備えている。
　そして、上バーナ１４は、燃料ガスが上バーナ用混合管部１４Ｂの端部に噴出供給され
る際に、一次空気がエジェクタ作用によって上バーナ用混合管部１４Ｂの内部に供給され
ることにより、一次空気と燃料ガスとの混合ガスを生成して、その混合ガスを板状本体部
１４Ａの下面部にて一次燃焼させ、かつ、加熱室Ｋの底部等に形成した空気孔（図示せず
）等から加熱室Ｋの内部に取り入れられた外気を二次空気として用いながら、混合ガスを
二次燃焼させる、いわゆるブンゼン式バーナとして構成されている。
【００５５】
　下バーナ１５は、図２に示すように、円筒状本体部１５Ａ（図４参照）と、その円筒状
本体部１５Ａに接続される下バーナ用混合管部１５Ｂとを備える形態に構成されている。
　そして、下バーナ１５は、燃料ガスが下バーナ用混合管部１５Ｂの端部に噴出供給され
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る際に、一次空気がエジェクタ作用によって下バーナ用混合管部１５Ｂの内部に供給され
ることにより、一次空気と燃料ガスとの混合ガスを生成して、その混合ガスを円筒状本体
部１５Ａの周部に形成した炎孔から噴出して一次燃焼させ、かつ、加熱室Ｋの底部等に形
成した空気孔（図示せず）等から加熱室Ｋの内部に取り入れられた外気を二次空気として
用いながら、混合ガスを二次燃焼させる、いわゆるブンゼン式バーナとして構成されてい
る。
【００５６】
　加熱室Ｋの後部の排気用開口部１０からは、グリルバーナの燃焼ガスや加熱される調理
物から排出される水蒸気等からなる調理排気が排出されることになり、図３及び図５に示
すように、調理排気を上方の排気出口１６に案内する排気路Ｅを形成する排気用筒部Ｄが
、加熱室Ｋの後端から上方に向かう姿勢で設けられている。
　ちなみに、図３に示すように、排気出口１６が、ガスコンロ本体Ｈのグリル排気口５の
下方に位置するように構成されており、排気出口１６から排出される調理排気がグリル排
気口５を通して機外に排出されるように構成されている。
【００５７】
　また、排気用筒部Ｄの内部には、調理排気が通過する多孔状部Ｔ（図７参照）を備える
消炎部材Ｆが設置されている。
　具体的には、消炎部材Ｆを構成する上下姿勢の四角筒状の排気用筒体１７が、排気用筒
部Ｄの内部に設けられており、その詳細は後述する。
【００５８】
　（排気用開口部の詳細）
　図４及び図６に示すように、加熱室Ｋの後部の排気用開口部１０が、加熱室Ｋの下側部
分においては加熱室横幅方向の中央側部分を開口し、かつ、加熱室Ｋの上側部分において
は加熱室横幅方向の全幅に亘って開口する形態に形成され、排気用筒部Ｄが、排気路Ｅを
排気用開口部１０に連通させる形態で形成するように構成されている。
【００５９】
　説明を加えると、加熱室Ｋの後壁部１８が、加熱室Ｋの底壁側から受け網１１よりも高
くかつ排気用開口部１０の上端よりも低い高さで起立する左右の側部１８ａと、それら左
右の側部１８ａよりも低い高さで左右の側部１８ａの間に位置する中央部１８ｂとを備え
る形態に構成されている。
　したがって、加熱室Ｋの前後方向視にて、加熱室Ｋの後部における下側部分には、後壁
部１８の左右の側部１８ａの間に位置する開口部分が加熱室Ｋの底壁部Ｋｔの上方側に位
置する状態で形成され、加熱室Ｋの後部における上側部分には、加熱室Ｋの左右の側壁部
Ｋｓ及び加熱室Ｋの上部壁Ｋｕにて囲まれた開口部分が形成されている。
【００６０】
　つまり、排気用開口部１０が、加熱室Ｋの後部の下側部分において、後壁部１８の左右
の側部１８ａの間に位置する開口部分と、加熱室Ｋの後部の上側部分において、加熱室Ｋ
の左右の側壁部Ｋｓ及び加熱室Ｋの上部壁Ｋｕにて囲まれた状態で位置する開口部分とを
合わせた開口として構成されている。
【００６１】
　（排気用筒部の具体構成）
　排気用筒部Ｄが、加熱室Ｋの後部の下側部分に接続される下側形成部分Ｄｓと、加熱室
Ｋの後部の上側部分に接続される上側形成部分Ｄｕとを備え、そして、上側形成部分Ｄｕ
が、下側形成部分Ｄｓの上部に接続されている。
【００６２】
　下側形成部分Ｄｓは、図５及び図６に示すように、複数の部材を組み付けて形成される
ものであって、その組付状態においては、後壁部１８の左右の側部１８ａの間に位置する
中央部１８ｂの上端部から上向き傾斜状に延びる下方底壁部ｄ１、後壁部１８の左右の側
部１８ａの加熱室内方側端部と下方底壁部ｄ１の左右の両端部との間に前後方向に延びる
姿勢で配置される側面視形状三角状の左右の下方側壁部ｄ２、及び、後壁部１８の左右の
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側部１８ａの上端部と左右の下方側壁部ｄ２の上端部との間に水平方向に延びる姿勢で配
置される左右の下方上壁部ｄ３を備える形態に構成されている。
【００６３】
　また、上側形成部分Ｄｕは、複数の部材を組み付けて形成されるものであって、その組
付状態においては、下側形成部分Ｄｓにおける下方底壁部ｄ１の上端部及び左右の下方上
壁部ｄ３の後端部に接続される上方後壁部ｄ４、下側形成部分Ｄｓの左右の下方上壁部ｄ
３の横外方側端部に接続される左右の上方側壁部ｄ５、及び、上方側壁部ｄ５の上縁部に
おける前側部分に沿って配置される上方上壁部ｄ６を形成するように構成されている。
【００６４】
　ちなみに、図５に示すように、排気用筒部Ｄの下側形成部分Ｄｓにおける下方底壁部ｄ
１に、排気路Ｅの内部温度を検出する排気温度センサ１９が設けられている。この排気温
度センサ１９の検出情報は、ガスコンロの運転を制御する運転制御部（図示せず）に入力
されて、排気温度センサ１９の検出温度が異常な高温のときには、グリルバーナＢの燃焼
が停止されるように構成されている。
【００６５】
　（消炎部材の詳細）
　図５に示すように、消炎部材Ｆを構成する四角筒状の排気用筒体１７が、前面部１７ｆ
を排気用開口部１０における受け網１１に対応する位置から排気用開口部１０の上端より
も上方側に位置させかつ当該前面部１７ｆの上端を排気用筒部Ｄの前側面に近接させる形
態で、且つ、後面部と排気用筒部Ｄの後側面部との間に調理排気が流動する後部通路Ｅ１
を形成する状態で設けられている。
【００６６】
　ちなみに、排気用筒体１７が４角筒状であるとは、排気用筒体１７の横断面形状が４角
状であることを意味するものであり、そして、本実施形態においては、排気用筒体１７の
横幅及び前後幅が、排気用筒体１７の長さ方向の全体に亘って同じになるように構成され
ている。
【００６７】
　そして、図７に示すように、排気用筒体１７の前面部１７ｆに、多孔状部Ｔが前面部１
７ｆの全体に亘る状態で形成され、排気用筒体１７の内部に、多孔状部Ｔを通過した調理
排気が上方に向けて流動する内部通路Ｅ２が形成されている。
　また、図６に示すように、排気用筒体１７の横側面部と排気用筒部Ｄの横側面部との間
に、調理排気を後部通路Ｅ１に誘導する誘導路Ｅ３が形成されている。
　つまり、本実施形態においては、排気路Ｅが、後部通路Ｅ１、内部通路Ｅ２及び調理排
気を後部通路Ｅ１に誘導する誘導路Ｅ３を備える形態に構成されている。
【００６８】
　ちなみに、排気用筒部Ｄの前側面とは、上側形成部分Ｄｕの上方上壁部ｄ６の内面に相
当するものであり、本実施形態においては、排気用筒体１７の前面部１７ｆの上端が、上
側形成部分Ｄｕの上方上壁部ｄ６の内面に近接されている。
　尚、排気用筒体１７の前面部１７ｆの上端を、上側形成部分Ｄｕの上方上壁部ｄ６の内
面に密着させるようにしてもよく、要は、排気用筒体１７の前面部１７ｆに沿って流動す
る調理排気が、排気用筒体１７の前面部１７ｆと上側形成部分Ｄｕの上方上壁部ｄ６との
間を通して多量に漏れることを抑制できるように、排気用筒体１７の前面部１７ｆの上端
を、排気用筒部Ｄの前側面に近接又は密着させればよい。
【００６９】
　また、排気用筒体１７が、上端側ほど後方側に位置する後傾姿勢でかつ排気用筒部Ｄの
排気出口１６に対応する高さまで上方に延びる状態で設けられており、排気用筒体１７の
上下長さを極力長くするように構成されている。
【００７０】
　排気用筒体１７の横幅が、下側形成部分Ｄｓにおける一対の下方側壁部ｄ２の間隔に相
当する長さに形成されて、排気用筒体１７の下端側部部分が、下側形成部分Ｄｓの一対の
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下方側壁部ｄ２の間に挿入させる形態で配置されている。
　そして、調理排気を後部通路Ｅ１に誘導する誘導路Ｅ３が、下方上壁部ｄ３の上方側箇
所に形成されている。
【００７１】
　説明を加えると、排気用筒体１７が、図４及び図６に示すように、調理排気を後部通路
Ｅ１に誘導する誘導路Ｅ３を形成する隙間を排気用筒体１７の横側面部と排気用筒部Ｄの
横側面部との間に形成する状態で配設され、また、図２及び図７に示すように、排気用筒
体１７の上端部と排気用筒部Ｄの横側面部との間を閉じる左右の板状の閉塞体２０が設け
られて、調理排気を後部通路Ｅ１に誘導する誘導路Ｅ３が、下方上壁部ｄ３の上方側箇所
に形成されている。
【００７２】
　また、左右の閉塞体２０が、図２に示すように、排気用筒部Ｄの上側形成部分Ｄｕにお
ける上方後壁部ｄ４に向けて延出される状態で設けられて、後部通路Ｅ１の左右の両側箇
所が、左右の閉塞体２０に閉塞されるように構成されている。
　したがって、誘導路Ｅ３を通して排気用筒体１７の背部側に流動した調理排気が、排気
用筒体１７の後面部と排気用筒部Ｄの後側面との間の後部通路Ｅ１を通して適切に流動す
るように構成されている。
【００７３】
　図７に示すように、排気用筒体１７の左右の横側面部には、設置用板部２１が設けられ
、左右の設置用板部２１が、図４に示すように、下側形成部分Ｄｓの下方上壁部ｄ３に載
置状態で止着されている。
　つまり、排気用筒体１７が、下側形成部分Ｄｓの下方上壁部ｄ３に支持された状態で設
置されている。
【００７４】
　図２及び図５に示すように、排気用筒体１７の上端の開口部に、当該開口部を前後方向
に分割する丸棒状の仕切り部材２２が設けられている。
　そして、仕切り部材２２を設けることによって、万が一、内部通路Ｅ２の内部に火炎が
存在することがあっても、仕切り部材２２の冷却による消炎作用により、火炎が排気用筒
体１７の上端の開口部から溢れ出すことを抑制し、また、大きな異物が、排気用筒体１７
の上端の開口部を通して落下することを抑制できるように構成されている。
【００７５】
　また、図４～図６に示すように、多孔状の抑制部２３が、排気用筒体１７の前面部１７
ｆの下端から下方に延びる形態で設けられている。したがって、受け網１１の下方に位置
する汁受け皿１２に火炎が発生した場合に、発生した火炎が排気用筒体１７の下方を通し
て内部通路Ｅ２及び後部通路Ｅ１に流動することが抑制されるように構成されている。
　つまり、汁受け皿１２に発生した火炎が多孔状の抑制部２３を通過する際に、多孔状の
抑制部２３の冷却により、消炎されるように構成されている。
【００７６】
　また、図４及び図５に示すように、多孔状の抑制部２３の下方に、内部通路Ｅ２及び後
部通路Ｅ１を通して落下する落下物を加熱室Ｋの底部側に移動させる落下物用通過口Ｕが
形成されて、排気用筒部Ｄの排気路Ｅが異物のために詰まることを抑制できるように構成
されている。
【００７７】
　つまり、排気用筒部Ｄの排気出口１６が、ガスコンロ本体Ｈの天板３に形成したグリル
排気口５の下方に位置し、かつ、グリル排気口５には、多孔状の蓋体６が装着されている
ため、内部通路Ｅ２及び後部通路Ｅ１には大きな異物が落下することはないものの、小さ
な異物が、多孔状の蓋体６を通して内部通路Ｅ２及び後部通路Ｅ１に落下する虞があるが
、そのように落下した小さな異物を、落下物用通過口Ｕを通して、加熱室Ｋの底部側に移
行させて、排気用筒部Ｄの排気路Ｅが異物のために詰まることを抑制できるように構成さ
れている。
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【００７８】
　ちなみに、本実施形態においては、排気用筒体１７の上端部の後縁と排気用筒部Ｄの後
側面部との前後幅や、排気用筒体１７の上端部の前方側部分と仕切り部材２２との前後幅
及び排気用筒体１７の上端部の後方側部分と仕切り部材２２との前後幅の夫々が、例えば
８ｍｍ程度であるのに対して、落下物用通過口Ｕの上下幅が、それらの前後幅よりも小さ
く形成されているが、落下物用通過口Ｕの上下幅を、例えば１０ｍｍにする等、それらの
前後幅よりも大きく形成してもよい。
【００７９】
　このように形成しておくことにより、清掃等のために多孔状の蓋体６を外した状態にお
いて、万が一、大きな異物が内部通路Ｅ２及び後部通路Ｅ１に落下しても、そのような大
きな異物を、落下物用通過口Ｕを通して、加熱室Ｋの底部側に移行させることができる。
　この場合には、後部通路Ｅ１の前後幅、つまり、排気用筒体１７の後側面部と排気用筒
部Ｄの後側面部との前後間隔を、排気用筒体１７の上端部の後縁と排気用筒部Ｄの後面部
との前後幅よりも大きく形成して、後部通路Ｅ１に落下した異物が通路中に詰まることを
抑制することになる。
【００８０】
　また、本実施形態においては、上述の記載から明らかなように、排気用筒体１７の上端
の開口部の前後幅が、排気用筒体１７の上端部の後縁と排気用筒部Ｄの後側面部との前後
幅よりも大きく形成されている。
　したがって、排気用筒体１７の上端部の後縁と排気用筒部Ｄの後側面部との前後幅が大
きくなり過ぎないようにして、後部通路Ｅ１を上昇流動する調理排気にて排気用筒体１７
を適切に加熱できるように構成されている。
【００８１】
　つまり、排気用筒体１７の上端部の後縁と排気用筒部Ｄの後側面部との前後幅が大きく
なり過ぎると、後部通路Ｅ１を上昇流動する調理排気が、排気用筒体１７の上端部の後縁
と排気用筒部Ｄの後側面部との間の前後方向の中央部を集中して流動する傾向となって、
後部通路Ｅ１を上昇流動する調理排気にて排気用筒体１７を適切に加熱し難いものとなる
が、排気用筒体１７の上端部の後縁と排気用筒部Ｄの後側面部との前後幅が大きくなり過
ぎないようにして、後部通路Ｅ１を上昇流動する調理排気を排気用筒体１７に十分に接触
させながら上昇させるようにする等、後部通路Ｅ１を上昇流動する調理排気にて排気用筒
体１７を適切に加熱し易いものとなる。
【００８２】
　さらに、本実施形態においては、排気用筒体１７が上端側ほど後方側に位置する後傾姿
勢であるのに対して、排気用筒部Ｄにおける排気用筒体１７に対向する後壁部分が鉛直方
向に沿う姿勢に形成されて、排気用筒体１７の後面部と排気用筒部Ｄの後側面部との前後
間隔が、上方ほど狭くなるように構成されている。
　したがって、後部通路Ｅ１を上昇流動する調理排気を排気用筒体１７に十分に接触させ
ながら上昇させることを、一層適切に行えるようになり、後部通路Ｅ１を上昇流動する調
理排気にて排気用筒体１７を適切に加熱し易いものとなる。
【００８３】
　（実施形態のまとめ）
　本実施形態によれば、加熱室Ｋの排気用開口部１０における受け網１１の上方側部分か
ら排出される調理排気の一部を、排気用筒体１７の内部の内部通路Ｅ２を上昇流動させ、
残りの調理排気を、誘導路Ｅ３を経由しながら後部通路Ｅ１を上昇流動させるようにし、
また、加熱室Ｋの排気用開口部１０における受け網１１の下方側部分から排出される調理
排気を、排気用筒体１７の下方側箇所に流動させて、内部通路Ｅ２や後部通路Ｅ１を通し
て上昇流動させることになる。
【００８４】
　そして、加熱室Ｋの排気用開口部１０から排出される調理排気が保有する熱を排気用筒
体１７に回収させるようにして、排気用筒体１７の内部通路Ｅ２を上昇流動する調理排気
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を、排気用筒体１７にて加熱しながら上昇流（ドラフト）を形成する状態で適切に上昇流
動させることができる。
【００８５】
　また、受け網１１に載置した調理物が燃焼する等により、加熱室Ｋに火炎が生じても、
発生した火炎が内部通路Ｅ２を流動する場合には、多孔状部Ｔの冷却作用により消炎し、
また、発生した火炎が誘導路Ｅ３及び後部通路Ｅ１を通して流動する場合には、排気用筒
体１７や排気用筒部Ｄとの接触により冷却して消炎することができるので、加熱室Ｋ内で
発生した火炎が、排気出口１６から溢れ出ることを抑制することができる。
【００８６】
　また、汁受け皿１２に油等が回収された状態においては、汁受け皿１２に火炎が発生す
る虞があるが、発生した火炎を、排気用筒体１７の前面部１７ｆの下端から下方に延びる
形態の多孔状の抑制部２３を通過するときの冷却作用により消炎することができるため、
汁受け皿１２にて発生した火炎が内部通路Ｅ２や後部通路Ｅ１に流動して、排気出口１６
から溢れ出ることを抑制できる。
【００８７】
　また、抑制部２３の下方に、内部通路Ｅ２及び後部通路Ｅ１を通して落下する落下物を
加熱室Ｋの底部側に移動させる落下物用通過口Ｕが形成されているため、内部通路Ｅ２や
後部通路Ｅ１に落下した異物を、加熱室Ｋの底部側に移動させることができる。
【００８８】
　すなわち、排気用筒部Ｄの排気出口１６の上方には、異物の落下を抑制する多孔状の蓋
体６が設けられているから、大きな異物が内部通路Ｅ２及び後部通路Ｅ１の内部に落下す
ることが抑制されるものの、多孔状の蓋体６を通過する小さな異物が内部通路Ｅ２及び後
部通路Ｅ１の内部に落下する虞があるが、内部通路Ｅ２や後部通路Ｅ１に落下した小さな
異物を、落下物用通過口Ｕを通して、加熱室Ｋの底部側に移動させて、落下した異物の回
収を良好に行うことができる。
【００８９】
　また、排気用筒体１７の横側面部と排気用筒部Ｄの横側面部との間に、調理排気を後部
通路に誘導する誘導路Ｅ３を形成する隙間を有する状態で、排気用筒体１７を配設し、排
気用筒体１７の上端と排気用筒部Ｄの横側面部との間を閉塞体２０にて閉じることによっ
て、調理排気を後部通路Ｅ１に誘導する誘導路Ｅ３を形成するという簡素な構成にて、誘
導路Ｅ３を形成することができる。
【００９０】
　〔第２実施形態〕
　次に、第２実施形態を説明するが、この第２実施形態は、誘導路Ｅ３の別実施形態を示
すものであって、その他の構成は第１実施形態と同様であるので、第１実施形態と異なる
部分についてのみ説明して、第１実施形態と同様な構成については、詳細な説明を省略す
る。
【００９１】
　図８に示すように、排気用筒体１７の下端側部分が、下側形成部分Ｄｓの一対の下方側
壁部ｄ２の間に挿入させる形態で配置されている点は、第１実施形態と同様であるが、排
気用筒体１７の上方側部分が、上方側ほど横方向に拡がる状態に形成されている。
　そして、排気用筒体１７の上端部の左右の横側縁が、排気用筒部Ｄの横側面部（つまり
、上方側壁部ｄ５）に近接又は密着されるようになっている。
【００９２】
　したがって、調理排気を後部通路Ｅ１に誘導する誘導路Ｅ３が、下方上壁部ｄ３の上方
側箇所に、排気用筒体１７の上方側部分の横側面部と排気用筒部Ｄの横側面部（つまり、
上方側壁部ｄ５）にて囲まれた状態で形成されている。
【００９３】
　この第２実施形態によれば、排気用筒体１７の上方側部分の横側面部が下向き面を形成
することになるので、誘導路Ｅ３を流動する調理排気と排気用筒体１７の上方側部分の横



(14) JP 6584238 B2 2019.10.2

10

20

30

40

50

側面部とを接触させ易いものとなり、調理排気にて排気用筒体１７を加熱すること、換言
すれば、排気用筒体１７にて調理排気を冷却することを適切に行い易い。
【００９４】
〔別実施形態〕
　次に、別実施形態を列記する。
（イ）上記第１及び第２実施形態では、調理物載置部として、受け網１１を例示したが、
受け網１１に代えてグリル皿を設ける等、調理物載置部の具体構成は各種変更できる。
【００９５】
（ロ）上記第１実施形態では、排気用筒体１７を、調理排気を後部通路Ｅ１に誘導する誘
導路Ｅ３を形成する隙間を排気用筒体１７の横側面部と排気用筒部Ｄの横側面部との間に
形成する状態で配設し、排気用筒体１７の上端部と排気用筒部Ｄの横側面部との間を閉じ
る左右の板状の閉塞体２０を設けることによって、調理排気を後部通路Ｅ１に誘導する誘
導路Ｅ３を形成する場合を例示したが、例えば、排気用筒体１７の横側面部の上下中間箇
所と排気用筒部Ｄの横側面との間に亘って、調理排気案内板を設置する等、排気用筒体１
７の横側面部と排気用筒部Ｄの横側面部との間に誘導路Ｅ３を形成する具体構成は、各種
変更できる。
【００９６】
（ハ）上記第１及び第２実施形態では、加熱室Ｋの後壁部１８が、加熱室Ｋの底壁側から
受け網１１よりも高くかつ排気用開口部１０の上端よりも低い高さで起立する左右の側部
１８ａと、それら左右の側部１８ａよりも低い高さで左右の側部１８ａの間に位置する中
央部１８ｂとを備える形態に構成されて、誘導路Ｅ３が、下方上壁部ｄ３の上方側箇所に
形成される場合を例示したが、加熱室Ｋの後壁部１８が、横幅方向全体に亘って、中央部
１８ｂの高さに相当する高さに形成される場合においても、本発明は適用できるものであ
る。
【００９７】
　この場合においては、例えば、傾斜姿勢の下方底壁部ｄ１を、加熱室Ｋの横幅方向の全
幅に亘る状態で設けて、下方底壁部ｄ１の上方箇所に、排気路Ｅを形成する。
【００９８】
（ニ）上記第１及び第２実施形態では、排気用筒体１７の下端位置が、受け網１１に対応
する位置として、受け網１１の高さと略同じ高さとなる場合を例示したが、排気用筒体１
７の下端を、受け網１１よりも少し高い位置や少し低い位置に位置させる形態で実施して
もよい。
【００９９】
（ホ）上記実施形態では、グリルＧが、ガスコンロに装備される場合を例示したが、本発
明のグリルＧは、グリル専用機を構成する場合にも適用できるものである。
【符号の説明】
【０１００】
１０　　排気用開口部
１１　　調理物載置部
１２　　汁受け皿
１６　　排気出口
１７　　排気用筒体
１７ｆ　前面部
１８　　後壁部
１８ａ　側部
１８ｂ　中央部
２０　　閉塞体
２３　　抑制部
Ｂ　　　加熱部
Ｄ　　　排気用筒部
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Ｄｓ　　下側形成部分
Ｄｕ　　上側形成部分
ｄ１　　下方底壁部
ｄ２　　下方側壁部
ｄ３　　下方上壁部
Ｅ　　　排気路
Ｅ１　　後部通路
Ｅ２　　内部通路
Ｅ３　　誘導路
Ｆ　　　消炎部材
Ｋ　　　加熱室
Ｔ　　　多孔状部
Ｕ　　　落下物通過口

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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